
平成２８年度「熊本県学力調査」結果（概要）
熊本県教育委員会

【質問紙調査の結果】
児童生徒対象の調査

教員対象の調査

教科の勉強が「好き」「分かる」と回答した児童生徒は増加傾向にあります。また，勉強で分からない内容があったときに，
自分なりに努力する児童生徒も増えてきています。一方，宿題がないときは家庭で勉強しないと回答した児童生徒が増えてき
ており，今後手立てが必要です。

本県が推進している徹底指導と能動型学習とのめりはりをつけた熊本型授業を意識して授業を行っている教員の割合は増加
傾向にあります。授業の冒頭で目標を示す活動もほぼ全ての教員が行っています。一方，授業の振り返りや教科の指導として
家庭学習の課題（宿題）を与えている教員の割合（中学校）はまだ十分でない状況が見られ，今後の取組が求められます。



□ 「何を学ぶのか」が分かる「めあて」を提示し，解決の見通しをもてるようにする。

□ めあてに沿って，「じっくり考え」「はっきり表現」させる場を設定する。（能動型学習）
□ 基礎的・基本的な知識・技能が定着したかどうか適用問題で確認する。定着していなけれ
ば「きちんと教える」場を設定する。（徹底指導）
□ 「何を学んだのか」が分かる「まとめ」を提示する。
□ 「分かった」から「できた」へ誘う「振り返り」の場を設定する。

「まとめ」・「振り返り」まで確実に行いましょう！

○ まとめ

○ 振り返り

○ 適用問題

【算数・数学】
○ まとめ

◯ 振り返り

【国語】

【社会】
○ まとめ

○ 振り返り

【理科】
○ まとめと振り返り

・

【英語】

「分かる授業」のための効果的な取組 ※成果を挙げた学校の取組より

【社会】会会
○ まとめ

○ 振り返り



補充的な学習・発展的な学習の効果的な在り方
□ 児童生徒のつまずきに応じた解決方法を示す。（丁寧な指導）
□ 「分かったこと」が「できるようになる」まで繰り返し練習させる。
（できるまで徹底：課題克服プリントや全国学力・学習状況調査過去問題（単元別・領域別）が活用できます。）

□ 「もし，～だったら」と考えを広げる方向性を示し，発展的に考える場を設ける。

家庭学習（宿題）の効果的な在り方

□ 年間を見通した，計画的な内容と量にする。（学校で統一，学年・教科間の調整）

□ 提出と返却のシステムを決める。（提出先，時間，返却方法 など）

□ 提出された内容は，必ず点検する。

児童生徒への指導は，学年や学校全体で統一して行うと効果的です。担任（担当）が替わっ
たり，学年が上がったりしても，「授業の進め方」，「ノートのまとめ方」，「家庭学習の在
り方」などの学び方が変わらなければ，児童生徒は安心して学ぶことができます。また，小学
校と中学校が同じ方向で取り組むことも大切です。
チームで児童生徒を育てていく，学校全体の取組や小中連携した取組をお願いします。

※補充的な学習，発展的な学習や家庭学習のための問題を県教育委員会ホームページに掲載しています。
詳しくは，リーフレット中面をご覧ください。

学校全体の取組や小中連携した取組を進めましょう！



以下に示す学習活動を行い，読む力を付けるようにすることが大切です。
〇 目的に応じて資料を読み，自分の考えをまとめて，書いたり話したりする活動
〇 登場人物の行動，性格，気持ちの変化，情景などを捉え，自分の考えをまとめる活動

【小学校国語科の指導の重点】から
〇 日常的な語彙の指導を継続する。
〇 日常的に読書に親しむために，学校図書館を計画的に活用する。

小学校国語

指導のポイント

 

 

以下に示す学習活動を行い，各領域で単語の意味・働き・使い方に着目して使うことができるようにする
ことが大切です。
〇 カードに書いた単語を分類しながら，文法的な特徴に気付く活動
〇 目的や意図に応じた文章を書く（話す）活動

〇 文章を解釈するために読む活動

【中学校国語科の指導の重点】から
〇 国語の授業や実際の言語活動で語彙を活用させる。体系付けてまとまった知識を得る活動を行う。
全国学力・学習状況調査（H26･27授業アイディア例，H27解説資料P53，報告書P55）

中学校国語

指導のポイント

小学校国語

中学校国語



以下に示す学習活動を関連付けて行い，計算の能力を身に付けることができるようにすることが大切です。

〇 計算の結果を見積もる活動
・日常の事象と関連付けたり児童が主体的に関わる場面を設けたりすること。

〇 計算の仕方を考える活動
・整数の除法の計算の仕方と関連付けて考えること。

〇 計算の結果を振り返って確かめる活動

指導のポイント
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以下に示す学習活動を行い，数についての感覚を豊かにすることが大切です。
〇 ２つの数量の差が表す意味を，正の数と負の数の範囲で理解できるようにすること。

【具体的な授業例】
〇 プールの水位の基準を０㎝とし，今日の水位を＋２㎝，１週間前の水位を－３㎝としたときの差を式に表
して求める場面を設定すること。

〇 その際，問題場面を図や数直線に表し，判断した式と関連付けて理解できるようにすること。

中学校数学

指導のポイント

小学校算数

中学校数学

.
.



,

以下に示す「資料を読み取る」際の視点をもたせることが大切です。

〇 資料そのものの輪郭をおさえる

〇 資料の内容を分析的に読み取る

〇 資料の内容を総合的に読み取る

中学校社会

指導のポイント

以下の点に留意し，生物の体のつくりの特徴や生活の様子を理解させることが大切です。
〇 観察の視点を示し，異なる種類の生物を比較させたり，継続して観察している生物の成長や変化の様子を
比較させたりする。

〇 観察・実験の結果を課題，予想と照らし合わせ，自らの考えや他者の考えを比較，検討して，より妥当な
考えに改善する。

〇 生物の共通点や規則性を日常生活と関連付けて説明させる。

中学校理科

指導のポイント

中学校社会

中学校理科



Ms. King : What did he do in Kumamoto?
Ken : He was an English teacher at    

Kumamoto University.  He worked hard 
for the students and helped them a lot.  I 
learned about him from some books.

Ms. King :  Wow, he was a good teacher. 
He worked hard for the students and helped them a lot. 

Yumi : Undokai in Cambodia?
Chuan Saya: Yes.  We learned about it from 

Japanese people. 
Yumi : Really?  (         ) in your 

undokai?
Chuan Saya: We have tsunahiki, kibasen, tamaire

and so on.

What do you have  in your undokai?
指導のポイント

１ 熊本県学力調査結果

２ 熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」課題克服プリント

３ 全国学力・学習状況調査過去問題（単元別・領域別）

４ 国語指導の手引き

５ 基礎学力向上のための学習プログラム「学びっ子」

６ 小学校用英語教材「I CAN DO IT! Junior」
中学生英語音声CDテキスト「I CAN DO IT!」
熊本版英語読み物資料「The Spirit of KUMAMOTO」

県教育委員会が提供している資料

中学校英語

〇 以下のような，５Ｗ１Ｈを用いた基本的な会話や，即興的な英語でのやり取りなど，「英語を使う」場面
を計画的，かつ 的に設定することが大切です。

A: What do you have in your pocket?                
A: What sport do you play?
A: What Japanese food do you like?   
A: What time do you get up?             

A: What food do you like?  
A: What is your favorite udon?        
A: Do you make it?                                
A: Really?  Where is it?  

B: I have .
B: I play .
B: I like .
B: I get up at .  

B: I like udon.
B: It’s kitsune udon.
B: No, but I have my favorite shop.
B: It’s near the station.



主張点や根拠・理由を明確にし
て表現（話すこと，書くこと）し
たり，互いの考えに学び合ったり
するなど，児童生徒の言語活動を
充実させ，表現力等の育成に取り
組みましょう。

学年に応じた家庭学習の在り方
について全教職員で共通理解し，
「家庭学習のてびき」で学習方法
を具体的に示し，継続的な指導と
評価のもと，児童生徒の主体的，
計画的な学習習慣の形成に取り組
みましょう。

学習目標（めあて・ねらい）の
提示や，学習の振り返り・まとめ
を確実に行うなど，各学校におけ
る授業モデルを共通実践し，「分か
る授業」に取り組みましょう。

児童生徒の学力・学習の状況や学校の取組の状況
を，家庭や地域に積極的に発信し，学校と家庭・地域
が連携・協働して学力の向上に取り組みましょう。

授業を積極的に公開し，教師が互いに学び合いなが
ら，日常的に指導力の向上に努めましょう。


